
士
饒
購
鰯
⑳
麟
一
－
麟
一
漸

再
発
見
－
岡
山
の
旅
概
説

野

口

冬

人

は
じ

め
に

南

は

瀬

戸

内

海

に

面

し
、

古

く

か

ら

の

国

道

で

あ

つ

た

胸

陽

道

が

吉

備
、

岡

山
、

倉

敷

を

縞

ん

で
、

古

代

吉

備

王

国

を

形

成

し
て
い
た
。

北
部
は
申
国
｛
脈
へ
続
く
美
作
の
園
か
ら
蒜
則
閑

脈

へ

と

｛

波

を

連

ね

て

い

る
。

そ

の

間

を

斎

井

州
、

旭

川
、

高

梁

川

の
、
二
大

河

川

が

瀬

戸

内

海
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
。

か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
河
川
を
航
行

す

る

水

運

も

盛

ん

で

あ

っ

た

と

い

わ

れ

る
。

吉
傭
の
園
と
い
う
の
は
、

黍

（
き
び
）

を
耕
作
し
て
い
た
と

こ

と

か

ら

生

じ

た

と

い

う

の

が
一

般

的

な

説

に

な

っ

て

い

る
。

備

前
、

傭

申
、

美

作
、

備

後

（
現

在

の

広

島

県
一
、

瀬

戸

内

海

の

島

々

な

ど

が
、

吉

傭

の

国

の

勢

力

範

囲

と

さ

れ

て

い

る
。

二
の
豊
穣
な
地
は
、

古
代
か
ら
大
和
と
並
び
称
さ
れ
る
独
自

の

文

化

を

育

ん

で

い

た
。

大

和

国

に

対

す

る

吉

備

国

は
一

つ

の

独

立

し

た

国

家

と

し

て

栄

え

て

い

た

蹄

代

も

あ

っ

た
。

和
歌
森
太
郎
編
の

『
増
訂
目
本
艇
史
事
典
』

昭
和
三
十
三
年

六

お
一
一
十

κ

口
、

実

薬

之

〕

本

赦

刊

に

み

る

と
、

つ

ぎ

の

よ

う

に

解

説

し

て

い

る
。

き
び

〔
吉

備
〕

現
往
の
嗣
山

県
と
広

馬
県

の
一
都
を
含

む
地
域

の

古

名
。

古

代

に

お

い

て

は
、

西

方

の

笹

か

瀬

川

流

域
（
賀

夜

地

方
一
と

高
梁
刈

流
域
（
下

道
姥

方
一
が
申
心

で
、

古

墳
時

代
に
吉

備
摩
一

族
が

吉

備

王

家

と

し

て
、

こ

こ

に

君

臨

し

て

い

た
。

大

和

朝

廷

の

勢

力

の

蕩

漸

に
伴

な

い
、

「

ろ

吉

備

国

は

屈

服

さ

せ

ら

れ
、

團

造

と

し

て

隷

属

せ

よ

う

と

し

た
一
」
と

毛

あ

っ

た
。
六

世

紀

に
い

た

り

大

和

朝

廷

は
、

半

島

情

勢

の

緊

迫

に

伴

な

い
、

こ

の

吉

備

霞

に

屯

倉
一
ム

や

け
一
の

綱

を
張

り
め
ぐ

ら
し
、

児
馬

に
田
令

と
し

て
葛

城
氏
一
蘇
我

一
族

言

駐

在

さ

せ

て
、

こ

れ

を

直

轄

領

と

し

た
。

か

く

し

て

吉

備

駁
一

族

は

吉

備

王

家

と

し

て

の

旧

勢

力

を

失

い
、

笠

氏
、

下

道

氏

な

ど

は

申

典

官

僚
社
会

に
進
虫

し
、

賀
陽
（
賀

夜
）
氏
ぱ
吉

備
津

神
社

の
補
宮

と
し

て

残

っ

た
。

こ

叙

ら

吉

備

震

一

族

は

蘇

我

氏

に

寄

圭

し

て
、

大

化

改

新

後

は

反

改

新

ム

う

ら

の

一

翼

と

し

て

反

逆

を

試

み

た

こ

と

も

あ

る

が
、

ま

も

な

く

吉

備

は

律

令

国

家

の

一

細

胞

と

し

て

解

消

し

去

り
、

七

妓

紀

に

は
、

備

諦
、

備

申
、

備
後

に

分

割

さ

れ

て

し

ま

っ

た
。

現
在
の
岡
山
県
の
地
域
は
、

古
代
に
分
割
さ
れ
た
備
前
、

備

中
、

美

作
、

備

後

の

う

ち
、

傭

前
、

備

中
、

芙

作

の

三

国

を

範

闘

と

し

て

い

る
。

備

後

は

広

島

県

に

組

み

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

ｕ

部蕎の１玉ｉ

鰯
繍
蟻
縫
鰯
灘
慈
鰯
獲
鐙
鰯

麟

蘭
鐙
瀬
凝
鰯
灘
鰯
獲
繁
滋

海
当
島
に
よ
り
形
成
さ
槻
、

薙
は
播
磨
園

霊
一
溝

墨
丼

睡
は
備

後

国

（
広

島

県
）

に

接

し
、

北

は

標

高

１

０

０

０

篶

を

越

え

る

後

山
、

三

国

山
、

津

黒

山
、

蒜

｛
、

道

後

山

な

ど

衷

西

に

連

な

る

申

国

山

脈

に

よ

っ

て
、

鳥

取

県

に

接

し

て

い

る
。

古
代
吉
備
園
の
繁
栄

備
中
国
分
寺
を
中
に
は
さ
ん
で
東
酉
に
築
か
れ
た
加
茂
の
造

山
古
墳
と
一
二
須
の
作
山
古
境
は
、

い
ず
れ
も
機
内
に
あ
る
天
皇

陵
と
肩
を
並
べ
る
巨
大
な
古
境
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
推
測
す
る

に
、

五

世

紀

飾

半

の

志

傭

豪

族

の

繁

栄

ぶ

り

は
、

か

な

り

の

も

の

が

あ

っ

た

と

忠

わ

れ

る
。

当

備

一

族

は

い

つ

頃

か

ら

台

頭

し
、

い

つ

頃

ま

で

栄

え

て

い

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

正

確

に

は

分

か

っ

て

い

な

い
。

そ

の

源

流

に

は

さ

ま

ざ

ま

匁

説

が

あ

る
。

、

つ

は
、

北

九

州

の

族

長

鰯

家

が

畿

内

に

侵

入

し

て

建

て

た

政

権
だ

と

す

る

説
。

一
つ
は
、

醐
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
騎
馬
民
族
の
艦
て
た
と

す

る

説
。

鰯
鱗
一
錐
勢
滋
畿
滋
獺
懇
爽
癩
鰯
嬢
議
潟
繊
増
か
し
で
い
危
こ

あ

淡

う

か

が

わ

れ

る
。

寿
備
地
域
の
各
地
に
は
、

古
代
吉
備
王
国
の
繁
栄
を
し
の
ば

せ
る
伝
承
や
史
跡
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

吉
備
風
土
記
の
庁
県
市
鎌
然
公
鰯
や
吉
備
史
跡
県
立
臼
然
公

圏

が

設

定

さ

れ

て

旧

山

陽

道

を

た

ど

る

吉

備

路

が

設

け

ら

れ
、

史
跡
と
伝
承
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
資
源
が
少
し
ず
つ
脚
光
を

あ

び

て

い

る
。

吉
備
の
申
山
の
東
麓
に
は
誇
傭
津
彦
神
杜
、

酉
麓
に
は
苫
備

津

神

杜

が

あ

り
、

美

作

に

は

申

山

神

杜

が

あ

っ

て
、

こ

れ

ら

は
、

い
ず
れ
も
畜
備
氏
の
祖
神
、

吉
備
平
定
の
た
め
の
畿
内
大
王
よ

り
派
遺
さ
れ
た
と
伝
え
る
幽
遭
将
軍
大
吉
傭
津
彦
命
を
ま
つ
っ

て

い

る
。

そ

れ

ぞ

れ

備

前

の
一

の

宵
、

備

中

の

一

の

官
、

美

作

鳩



の

一

の

宵

と

称

さ

れ

て

い

る
。

面

肖

い

こ

と

に
、

そ

の

末

秋

の

御

飾

宮

一
御

前

宮

・

吉

備

津

彦
が
退
治
し
た
鬼
神
を
ま
つ
る
杜
一

が
か
な
ら
ず
併
置
さ
れ
て

い

る

こ

と

だ
。

桃
太
郎
伝
説
は
、

吉
備
津
彦
の
鬼
退
治
に
関
す
る
伝
承
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

吉
備
津
彦
の
吉

備
平
定
に
最
後
ま
で
抵
統
し

た

の

が

漁

羅

（
う

ら
）

と

い

う

鬼

紳

だ

っ

た
。

空

申

を

飛

び
、

備
中
新
山
の
鬼
ノ
城
に
す
ん
で
い
た
。

苫
備
津
彦
は
寿
備
の
中

山

に

布

陣

し
、

抵

抗

す

る

「
う

ら
」

を

追

い

詰

め

て

遂

に

し

と

め

た
。
桃
太
郎
伝
説
は
、

吉
備
の
申
山
の
ふ
も
と
の
備
中
と
備
前
の

占
備
津
神
杜
を
拠
点
に
し
て
、

の
も
に
全
麟
へ
と
伝
播
し
た
人

気

の

物

語

と

な

っ

て

行

っ

た

も

の

で

あ

る
。

嵩
備
の
国
に
悪
行
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
い
た
と
い
う

「
温

鬼ノ城・複 元され た西門

鬼神「澱綴（うら）」が伎み 家とした塊ノ城

羅
」

を

遺

治

し

た

吉

傭

津

彦

は
、

死

後

吉

備

の

申

山

に

葬

ら

れ
、

そ

の

子

孫

は

畜

備

の

自

長

と

な

っ

た

と

伝

え

て

い

る
。

幽
世
紀
の
末
頃
か
ら
畿
内
政
権
は
、

大
規
模
な
朝
鮮
侵
略
を

は

じ

め
、

新

羅
、

質

済

を

征

服

し

て

高

句

麗

の

軍

と

戦

い
、

六

世
紀
の
栄
ご
ろ
、

欽
明
天
皇
の
時
代
に
は
朝
鮮
半
島
の
支
配
を

し

て

い

だ
。

吉
備
豪
族
は
、

朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
や
朝
鮮
文
化
を
持
ち
帰

っ

て
、

害

傭

文

継

⑱

発

展

終

大

巻

く

役

立

っ

た
。

半

島

侵

略

に

は
ぼ
う
爽
漆
氷
箪
淡
動
農
養
れ
淀
。

畿
内
政
権
で
は
こ
の
水
軍

を
蜜
こ
淡
ら
調
達
じ
た
か
塗
い
う
と
、

吉
備
嚢
族
の
率
い
る
水

軍
淡
太
慧
く
渚
躍
じ
花
も
の
と
思
わ
抗
る
。

害
備
地
方
沿
岸
に

多
く
残
る
竪
穴
古
墳
襟
に
眠
る
豪
族
た
ち
は
海
上
を
支
配
し
た

豪
族
と
解
釈
さ
れ
、

朝
鮮
侵
路
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た

と

推

察

さ

れ

て

い

る
。

吉
備
政
権
の
発
簾
に
果
た
し
た
吉
備
水
軍
の
も
た
ら
し
た
朝

鮮
文
化
の
影
響
と
い
う
の
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を

育
て
上
げ
た
経
済
的
な
条
件
は
、

た
た
ら
の
道
と
し
て
伝
わ
る

鉄

で

あ

り
、

瀬

戸

内

沿

岸

の
塩

業

で

あ

っ

た
。

吉
備
豪
族
の
源
流
は
、

北
九
州
か
ら
の
進
入
と
、

朝
鮮
半
島

か
ら
の
騎
馬
民
族
の
渡
来
の
二
説
が
あ
る
二
と
は
先
に
述
べ
た

が
、

『
日

本

書

紀
』

に

よ

る

と
、

皇

別

の

氏

族

で
、

大

和

の

天

皇

と
親
近
の
関
係
に
あ
る
氏
族
と
も
み
ら
れ
て
い
る
と
の
説
も
あ

る
。

し

か

し

吉

備

地

方

の

は

え

ぬ

き

の

豪

族

で

あ

っ

た

吉

備

氏

蝸

■
Ｉ
チ傭σ 堰１

は
、

大

和

朝

廷

が

確

立

し
、

律

令

国

家

の

成

並

と

と

も

に
、

犬

和
朝
廷
の
勢
力
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
行
く
。

五
世
紀
後
半
の
頃
か
ら
吉
備
豪
族
は
畿
内
政
権
と
張
り
合
い
、

い

く

度

と

な

く

反

乱

を

繰

り

返

し

た
。

そ

の

頃
、

畿

内

政

権

で

は
氏
姓
繍
度
に
よ
っ
て
朝
延
の
官
司
制
度
を
整
え
、

六
世
紀
に

な

る

と

大

臣
、

大

連

の

職

を

設

け
、

大

伴
、

物

部
、

平

群
、

蘇

我
な
ど
の
畿
内
の
豪
族
が
政
治
の
実
権
を
に
ぎ
る
よ
う
に
な
り
、

地
方
政
権
は
、

次
第
に
朝
廷
の
政
権
の
座
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て

行

っ

た
。

政
権
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
っ
っ
あ
っ
た
吉
備
一
族
は
憤
糠
が
積

も

り
、

継

体

天

皇

の

時

に

反

乱

を

起

こ

し

て

い

る
。

そ

し

て
一
反

乱

は

失

敗

し
、

吉

備

豪

族

の

没

落

へ

と

つ

な

が

っ

て

行

く
。

六

性

紀

中
、
こ

ろ
、

欽

明

天

皇

の

時

代

に
、

朝

廷

は

大

連

蘇

我

稲
目
を
吉
備
に
つ
か
わ
し
て
、

自
猪
屯
倉
と
児
島
屯
倉
を
設
け

た
。

屯

倉

と

い

う

の

は

天

皇

の

質

轄

地

を

い

う
。

大
海
人
皇
子
と
大
友
皇
子
の
間
で
皇
伎
継
承
を
争
っ
た
壬
牢

の
乱

一
六
七
二
年
一

の
の
ち
、

大
海
人
皇
子
は
天
武
天
皇

（
第

凶
十
代
）

の
時
代
に
入
る
。

朝
廷
は
吉
傭
勢
力
の
切
り
崩
し
を

は

か

り
、

吉

備

国

は

備

前
、

備

中
、

傭

後

に

分

割

さ

れ

る
。

さ

ら
に
。下
っ
て
和
銅
六
年

く
七

二
二
一

備
前
の
北
部
を
美
作
に
分

け

て
、

臓

つ

の

国

と

し

て

政

府

の

支

配

に

服

す

る

こ

と

に

な

る
。

こ
う
し
て
吉
備
国
は
す
っ
か
り
衰
退
し
て
し
支
う
の
で
あ
る

が
、

一

方

で

は

都

の

文

化

を

受

け

入

れ

て
、

臓

分

寺
、

国

分

尼

寺
の
造
営
を
は
じ
め
、

各
所
ぽ
地
方
豪
族
の
私
寺
が
次
膚
と
造

ら
れ
て
行
っ
た
。

華
や
か
に
も
独
特
の
吉
備
文
化
淡
築
か
れ
て

行

く

の

で

あ

る
。

嗣
幽
⑳
発
展
隠
璽
要
擦
幽
陽
道
の
発
達

律
令
国
家
の
成
立
と
と
も
に
、

都
と
各
獺
を
結
ぶ
官
道
の
整

備

が

進

め

ら

れ

た
。

山

陽

遺

も

そ

の

一

つ

と

し

て
、

重

要

な

道

の
一

つ

に

上

げ

ら

れ

た
。

一
二
十

里

（
約

十

六

キ

ロ
）

ご

と

に

駅

が

設

け

ら

れ
、

駅

馬

が

整

備

さ

れ

た
。

駅

を

中

心

と

し

て

宿

泊

施

設

が

置

か

れ
、

官

人

や

公

文

蕃

の

伝

達

に

は
、

駅

鈴

を

持

っ

た
駅
便
が
そ
れ
に
当
た
り
、

駅
馬
の
調
達
や
駅
子
の
提
供
を
司

っ

た
。
外
交
使
臣
の
京
へ
の
道
に
洩
る
と
こ
ろ
か
ら
山
陽
遺
は
重
要

度

の

高

い

遣

と

さ

れ

て

い

た

が
、

そ

の

た

め

駅

家

に

は
、

瓦

葺

き

白

壁

の

駅

舎

と

す

る

な

ど
、

次

第

に

費

搦

も

か

か

る

よ

う

に

な

り
、

や

が

て

そ

の

維

持

に

も

苦

労

す

る

よ

う

に

な

る
。

さ

ら

に
大
同
の
改
制
以
後
は
、

新
任
国
司
の
赴
任
は
海
路
を
使
う
こ

と

が

多

く

な

っ

た
。

駅

路

の

利

用

は

自

然

に

へ

っ

て

行

っ

た
。

兵
庫
県
一
播
磨
）

と
岡
山
県

（
備
前
）

を
分
け
て
い
る
の
は
、

船

坂

峠

（
一

九

〇

七

メ

ー

ト

ル
）

で
、

古

く

か

ら

「
山

陽

第

一

の

難

所

な

り
」

と

い
わ

れ

て

い

た
。

船
坂
峠
を
酉
へ
下
る
と
、

お
よ
そ
十
一
町

（

丁

ニ
キ
ロ
）

で
、

備

前

国

に

入

っ

て

最

初

の

宿

駅

三

石

が

あ

る
。

幕

末

の

頃

は
、

本

陣
、

脇

本

陣
、

閥

屋

揚
、

高

札

場

汝

ど

が

あ

り
、

二

一

②
軒
余
の
宿
屋
愁
あ
っ
淀
ど
記
録
養
槻
で
い
る
。

三
看
宿
の
函
労
、

水
木
凶
峰
髪
越
完
て
伊
理
中
集
落
に
入
る

お
、

窺
文
未
牢

（
一
六
七
〇
ｗ

岡
ぬ
藩
杢
池
田
光
政
が
子
弟
教

育

の

場

と

じ

て
、

創

設

し

た

η
閑

谷

学

校
」

が

あ

る
。

松

林

に

〃



三

甥
ま

れ
た
静

か
な

小

た
鍔

｛

間

盆

地

に

あ

る
。

な

つ

形

ま

こ
壁

の

石
築

塀
は

重
要
文
化
財
指
定
、

構

内

は
特

洲
史

跡
に

な

っ

て

い

て
、

講

堂
、

小

斉
、

習

芸

斎
、

飲

室
、

雀

文
庫
と
も
に
国
定
指

一
成

定

に

な

っ

て

い

る
。

遠
編洲

備
前

市
の

片
上

宿

は
、

昭

和

七

年

に

鉱

石

鱗
て

輸
送
の
た
め
に
開
涌

さ

れ
た

棚
原

－
片
上

間

三
一一
丁

八

キ

ロ
の

片

上

鉄
道

が
走

っ
て

い

た

が
、

今

は

廃

線

に

な

っ

た
。

片

上

宿

は

古

い

港

町

で

も

あ

つ

て
、

美

作

国

の

税

物

は
、

片

上

港

か

ら

積

み

出

さ
れ
て
い
た
。

享
保
八
年

（
一
七
二
三
）

に
は
江
戸
へ
の
廼
米

の
輸
送
に
も
あ
た
ら
れ
、

伊
部
焼
の
多
く
も
片
上
港
か
ら
全
鰻

へ

積

み

出

さ

れ

て

い

た
。

備
前
焼
の
生
産
地
と
し
て
多
く
の
窯
の
あ
る
伊
郭
か
ら
大
内

を

経

て
、

香

登

に

入

る

と
、

吉

井

川

沖

積

平

野

が

開

け

て

稲

作

地
帯
と
な
る
。

香
登
か
ら
西
へ
進
む
と
吉
井
川
東
岸
に
達
す
る
。

八

吐
巾
村

（
長
船
彬
）

で
、

山
陽
道
が
芳
井
川
を
渡
河
す
る
と

こ

ろ

で
、

船

渡

し

が

あ

っ

た
。

吉

井

川
の

承

岸

は

一

吐

巾
場

（
ひ

と

い

ち

し

ゅ

く
）

で

こ

こ

か

ら

岡

山

市

へ

入

る
。

古

く

は

一

臼

布

渡

し

が

あ

っ

た

が
、

現
在

は

国

道
、
一
号

線

の

傭

前

大

橋

が

渡

っ

て

い

る
。

備

前

大

橘

の

西

土

手

ヒ

に

一

里

塚

の

榎

の

巨

木

が

立

っ

て

い

る
。

備
前
長
船
の
名
刀
や
刀
工
居
俵
地
と
し
て
福
岡
は
商
業
都
一
巾

と

し

て

発

達
、

備

流

長

船
、

福

岡

一

文

字

派

の

刀

工
、

刀

鍛

冶

の

繁

栄

を

み

せ

る
。

ま

た

福

岡

は

山

陽

道

の

要

衝

と

し

て
、

た

び

た

び

合

戦

の

地

に

も

な

っ

て

き

た
。

水
田
の
広
が
っ
た
中
に
山
陽
道
は
続
き
、

浮
城
の
名
を
持
つ

沼

城

跡
、

鉄

の

生

産

地

で

も

あ

っ

た

藤

井

宿

を

抜

け

る

と
、

頁

間

川

の

防

波

堤

が

あ

る
。

百

閥

川

は
、

旭

川

の

分

流

だ
。

洪

水

時
に
活
用
さ
れ
る
放
水
路
で
児
島
湾
へ
そ
そ
ぐ
。

首
問
川
の
十

鴎…成とＥ１乎は
’
オ、る１濁１⊥１事喪

手

に
立

つ
と

閥

山
城

が

望

ま

れ

る
。

岡

山
城

は
十

六
世

紀

巾

頃

に
、

金

光

灰

の

屠

城

と
し

て
石

山

に

あ

っ

た

が
、

元

亀

六

年

（
一
五
七
〇
）

に
宇
喜

多

直

家

に

占

領

さ

れ
、

秀

家

の
時

代
に

人
つ

て
、

慶

長
一
一
年

二

五

允
七
一

に
天
守
閣
が
造

ら

れ

た
。

鳥

城
、

金

烏

城

な

ど

と

呼

ば

れ

た
。

さ

ら
に

他

田
氏

へ
と

続

き
、

旭

川

本

流

を

本

丸

の

東
側

へ
移

し
変

１８

■！締 の［玉１

完
て
、

外
堀
の
役
割
を
果
危
さ
ぜ
危
。

城
臓

平

四
ヵ
砺

楼
櫓

三

十

一

ヵ

所
に

及
ぶ

大

規

棋

に

ま

り
、

現

在

へ

と

続

い

て

い

る
。

慶

長

年

間

建

立

の

西

の

丸

酋

北

隅

の

隅

櫓
、

元

和

・

寛

永

の

頃
の
本
丸
双
北
隅
の
通
称
国
児
櫓
な
ど
は
重
要
文
化
財
指
定
に

な

っ

て

い

る
。

宇

喜

多

直

家
、

秀

家
、

池

田
氏

の

治

政

時

代

に

城

下

町

は

発

達
、

整

備

さ

れ

て

行

っ

た
。

山

陽

道

は

城

下

町

闘

発

の

た

め

も

あ

っ

て
、

藤

井

宿

か

ら

街

道

を

南

ヘ

ド

げ

て
、

城

下

町

を

貫

通

さ

せ

た
。

角

町

の

街

道

筋

両

側

に

は

町

人

町

を

整

備

し
、

商

工

業

の

発

展

を

は

か

っ

た
。

旭
川
の
対
岸
の
後
楽
關
は
、

岡
｛
藩
主
池
閉
綱
政
の
瞬
代
に

作
庭
さ
れ
た
日
本
一一一
台
名
園
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
林
泉
廻
遊

式

庭

園

で

あ

つ

た
。

一

般

の

入

庭

は

許

可

さ

れ

な

か

っ

た

が
、

十
八
世
紀
に
な
い
っ
た
中
頃
に
は
一
般
町
人
も
入
園
で
き
る
時

期

も

あ

っ

た

と

い

わ

れ

る
。

岡
山
県
の
三
大
河
川

－
吉

井

川
、

旭
川
、

高
梁
川
－

岡

山

県

は

瀬

戸

内

海

に

注

ぐ
、

吉

井

川
、

旭

川
、

高

梁

川

の

一
二
つ

の

大

河

川

と

そ

の

支

流

域

に

よ

っ

て

形

成

さ

れ

て

い

る
。

そ
の
河
川
に
よ
る
水
運
に
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
町
の
発
展
に

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

古
く
は
物
流
の
多
く
は
河
川
を
航

行

す

る

舟

便

に

よ

っ

て

い

た
。

吉
井
川

瀬

戸

内

海

児

島

湾

に

注

ぐ

芳

井

川

は
、

岡

山

市

と

瀬

戸

内

・

備
前
市
な
ど
を
分
が
ち
、
吉
井
州
申
流
県
立
白
然
公
園
を
経
て
、

片

鉄

ロ

マ

ン

街

道

（
旧

片

上

鉄

道

跡
一

に

沿

っ

て

北

上
、

吉

井

の

地

の

城

山

公

園

で

吉

野

川

を

右

へ

分

け

て

い

る
。

左
へ
登
っ
て
行
く
本
流
は
、

中
国
自
然
歩
遣
の
抜
け
る
棚
原

ふ

れ

あ

い

鉱

山

公

園

な

ど

を

み

て
、

北

上

し

た

と

こ

ろ

が

津

山

の

城

下

町

だ
。

津
山
は
岡
山
か
ら
の
津
山
往
来
と
、

鳥
取
と
の
県
境
の
人
形

峠
を
越
え
て
く
る
倉
敷
へ
抜
け
る
伯
者
往
来
、

そ
し
て
出
雲
へ

抜

け

る

出

雲

往

来

な

ど

の

交

差

す

る
、

交

通

の

要

衝

で

あ

り
、

美

作

の

国

の

中

心

地

と

も

な

っ

て

い

る

城

下

町
、

宿

場

町

と

し

て

の

歴

史

の

地

だ
。

渋
井
川
に
か
か
る
今
津
屋
橋
を
渡
っ
て
ま
っ
す
ぐ
歩
く
と
津

山
城
跡
の
あ
る
鶴
山
公
観
で
あ
る
。

織
田
信
長
の
小
姓
森
乱
丸

の

弟
、

森

忠

政

の

居

城

跡

で
、

土
一

年

の

歳

月

を

経

て
、

元

和

二
年
（
一
六
一
六
）

に
完
成

”




